
教職員のくらしを守るお得な情報 

 

通勤中や公務中の事故は等級ダウンしない自動車保険をご存知ですか？ 

 

《教職員の自動車事故の特徴》 

 

① 朝の通勤時間帯の事故が多い 

  夕方に比べると人々の行動する時間が集中しがちで、交通量が多い朝の事故が発生し

やすくなります。特に教職員は朝は気が急いたり、考え事をしがちです。 

② 駐車場事故が多い 

  校地内での接触事故で、同僚や保護者・業者などが相手の場合が多く、人身事故までに

は至らない軽い接触事故です。 

 

なんと！ 

教職員共済の自動車共済なら通勤中の事故も校地内での事故も 

等級ダウンしません。 

 

《ある学校事務職員の経験談》 

 

「学校納金の仕事で金融機関に行った戻り、学校の駐車場で同僚の車にぶつけてしまいま

した。自分の車はほとんど無傷でしたが、同僚の車は修理することになりました。修理代請

求は約 45,000円でした。 

 私は、教職員共済の自働車共済「保険充実 Sコース」に加入していて、最高等級の 20等

級、掛金年間 32,510 円でした。 

 今回の事故は公務中のため等級ダウンなしで、すべて教職員共済から支払われました。も

し、これが A社の自動車保険だったら、 

 事故前＝20等級（割引率 63％）が 

 事故後＝17等級（割引率 38％）になります。翌年の掛金から 3年間で 56,450円の負担増

となります。教職員共済の自働車共済のおかげで保険を使うか使わないか悩む必要もあり

ませんでした。加入していてほんとうによかったです。 

 

 私たち教職員は多忙化のためたくさんの方が毎日 12 時間近くかそれ以上学校にいます。

残念ながら休みの日も持ち帰り仕事があり、レジャーに出かけたりドライブしたりする機

会は減っています。学校における働き方改革は大きな課題です。そのうえ、私たちの自家用

車は公用車登録され出張の際にも使用されます。 

そんな中、自分たちの身を守るために教職員のくらしに寄り添った教職員共済の自働車

共済は私たちの強い味方です。 

 詳しい内容を知りたい方は同封のパンフレットをご覧ください。 
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